
営業時間   9：00 ～ 17：00    [ 年中無休 ]

大野屋テレホンセンター http://www.ohnoya.co.jp/

専門スタッフがお問い合わせに直接お答え致します。　　
お気軽にお問い合わせ下い。

 メモリアルアートの大野屋では、当社の運営するウェブサイトをご利用いただく
お客様の個人情報を重要なものと認識し、その取扱いにつきましては細心の注意を
払います。詳しくは弊社のプライバシーポリシーをご覧くださいさい。

0120-02-8888問合先

http://www.komyo.net/web/welcome.html

お墓と納骨堂のご案内

『墓地』『家族墓・夫婦墓』
『お仏壇付納骨堂』『永代共同使用墓』

などがございます。なんでもご相談に応じますので
お気軽にご連絡ください。

真色山 君津光明寺
〒299-1146

千葉県君津市大和田5-6-2
TEL 0439-52-6705

君津光明寺
浄土真宗本願寺派
〒299-1146 
千葉県君津市大和田5-6-2 
TEL 0439-52-6705 　FAX 0439-55-1476

君津
光明寺

君津駅（内房線）より
光明寺への徒歩ルートです。
1.3Ｋｍ
君津駅南口より
徒歩 約16分

君津駅南口

アクセスＭＡＰ



Our impressions
天井まで続く吹き抜けと、 間接照明が効果的

に使われた ロビーは美術館 のようで、静かな時
間を過ごすことが出来ます。
フランスを代表するガラス工芸家、エミール・

ガレやドーム兄弟の作品、そしてガンダーラ遺跡
から発掘された仏像など洗煉された調度品の
数々が温かく迎えてくれます。
麻布十番は都会の中でも｢都内ではすでに失われ

てしまった「江戸の街の形」や人間関係などがその
まま残る、化石のような街である。｣と評論されて
います。此処で過ごす一時が心の豊かさと充実した
一時を演出してくれることでしょう。

経営委主体の金蔵寺様は嘉禄2年（1226年）福寺
の塔頭第一号となりそれ以降、800年近く、麻布の
地で歴史の変遷を見つめています。
宗派不問の永代供養の納骨堂です。

　無量寿堂

　光明寺が永代に渡り管理と法要儀礼を責任をもってさせて
頂くもので、永代に渡りお祀りをし、ご法要を申し上げます。
正面の参拝用の敷石、祭壇から個々にご参拝頂き、お参りをし

ていただき、例えお子様が絶えても、他家へ嫁がれても、

老夫婦がお亡くなりになっても、寺が責任を持って永代にお守

りをし、ご安心を頂くとういうことです　世界遺産”京都本願

寺”親鸞聖人の大谷本廟で何百年にわたり、そのような仕組み

で合葬しており、日本の伝統文化の中で培日本の伝統文化の中

で培われたものです。

君
津
・
光
明
寺
　
永
代
共
同
使
用
墓
『
無
量
寿
堂
』
使
用
心
得

一
、　
　
光
明
寺
永
代
共
同
使
用
墓
『
無
量
寿
堂
』
は
「
永
代
使
用
申
込
書
」
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、

本
心
得
の
遵
守
を
誓
約
し
自
署
押
印
の
上
、永
代
使
用
料
等
を
添
え
て
申
込
む
者
に
、使
用
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

ニ
、　
　
使
用
開
始
よ
り
、
五
十
年
経
過
後
は
、
無
量
寿
堂
内
に
合
葬
し
、
永
代
に
渡
り
埋
葬
・
法
要
を
行
い
ま
す
。

三
、　
　
無
量
寿
堂
は
、
光
明
寺
の
門
徒
に
な
る
入
門
式
を
受
け
る
者
で
あ
れ
ば
、、
何
人
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

四
、　
　
無
量
寿
堂
の
管
理
は
、
君
津
光
明
寺
が
行
い
ま
す
。

五
、　
　
無
量
寿
堂
は
、
光
明
寺
が
認
め
た
遺
骨
、
も
し
く
は
こ
れ
に
か
か
わ
る
遺
品
以
外
の
も
の
を
収
納

す
る
目
的
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

六
、　
　
無
量
寿
堂
使
用
に
際
す
る
儀
式
及
び
行
事
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
法
式
典
礼
に
よ
っ
て
行
う

も
の
と
し
ま
す
。
そ
の
他
、
使
用
者
の
葬
儀
・
法
要
等
も
光
明
寺
が
行
い
ま
す
。

七
、　
　
関
係
者
の
参
詣
は
無
量
寿
堂
正
面
か
ら
と
し
、
納
骨
堂
内
に
立
ち
入
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

八
、　
　
使
用
者
は
、
納
骨
に
際
し
、
市
町
村
長
の
発
行
し
た
改
葬
許
可
書
又
は
、
火
葬
許
可
書
を
提
示

し
、
本
堂
で
納
骨
法
要
を
つ
と
め
た
上
、
丁
重
に
納
骨
し
ま
す
。

九
、　
光
明
寺
は
納
骨
者
の
法
名
を
過
去
帳
に
記
載
保
管
し
、
次
の
法
要
を
行
い
ま
す
。

①
永
代
経
法
要

②
春
・
秋
の
彼
岸
会
法
要

③
う
ら
盆
会

④
報
恩
講

⑤
そ
の
他
の
法
要

光
明
寺
『
無
量
寿
堂
』
使
用
心
得
よ
り
一
部
抜
粋

種　類 仕　　様 永代使用料
(非課税) 備　　考

君津浄苑
お仏壇つき納骨堂

納骨仏檀
一体お預かり、納骨

お仏壇付　　80万円
一体預かり 　

上段       10万円　　
　下段　 8万円　　　

年間護持会費　
　　　　　　6.000円

無量寿堂
（永代共同使用墓）

永代共同使用墓
一体につき
　　　　　　38万円

年間護持会費　
　　　　　　6.000円

お一人様でもお申し
込みいただけます。

墓地 家族墓・夫婦墓など　
一基　

55万円～
年間護持会費　
　　　　　　6.000円

無量寿堂（永代共同使用墓）

無量寿堂　法名碑

行事等のご案内

常例法話会 … 毎月二十八日、午後一時から

彼岸法要 … 毎年三月（春彼岸）と九月（秋彼岸）

永代経法要 … 毎年五月

報恩講法要 … 毎年十一月二十八日

無量寿堂（永代共同使用墓）

光明寺が永代にわたり管理と法要儀礼を責任をもってさせて

頂くもので、永代にわたりご遺骨をお預かりし、法要申し上げます。

正面の参拝用の敷石、佛前から　個々にご参拝、お参りをし

ていただきます。お子様がいらっしゃらなくても、他家へ嫁がれても、

老夫婦がお亡くなりになっても、寺が責任を持って

永代にお預かり管理申し上げ、ご安心を頂くお墓です。　　　

世界遺産”京都本願寺”親鸞聖人の大谷本廟でも何百年にわたり、

合葬が行われ、日本の伝統文化の中で培われたかたちです。




